
通し
番号

分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理
番号

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上：原本
下：コピー

１
９

Ａ
１

記載なし
（公方様内府様禁
裏御進献）

○記載なし
●記載なし

公方・内府共に禁裏の外に、仙洞、准后。大宮、関白等に、太刀・黄金・
白銀等を進献している。

原
本

状 1 上：８６

２
１７

Ｂ
３

天保４年６月
（１８３３年）・巳

（大井川瀬違い新開
場の申請願と絵図
面）

○家山村百姓医師願人：周庵、金谷川原町川庄
屋:惣右衛門、證人：家山村名主：孫右衛門 外２
名、抜里村名主：源左衛門、外２名、地名村名
主：庄兵衛、外２名、笹間渡村名主：次郎左衛
門、外２名
●記載なし

遠州榛原郡葛籠村・抜里村・駿州志太郡笹間渡村地先の大井川瀬違い
跡の新規開発を、周庵が申し出た。それで役人が検分に参るということ
で、これに関わる村役人がその案内をした。開発を申し出た場所の村は
絵図面を仕立て届け出る。その間違いないことを関係村役人が連印して
提出したもの。

絵図サイズ：
①１０９×９０㎝
②７８×５６㎝、
③５５×４０㎝

原
本

状・
絵
図

6 上：８６

３
１６

Ｇ
１

記載なし （金谷宿本陣図）
○記載なし
●記載なし

「東海道金谷宿本陣　河村八郎左衛門図」とある。後世になって書き写し
たもので、「榛原郡金谷町役場」のゴム印の押印あり。

サイズ：
４０×５５，５㎝

原
本

絵
図

1 上：８６

４
２

Ｋ
２

嘉永３年正月
（１８５０年）・庚戌

金比羅山道中日記
○（遠州金谷宿：松浦所有）
●記載なし

正月晦日に出立する。途中あちこち見物しながら金比羅様には７月晦日
に参詣している。途中旧跡のコメント、食費や雑費に費やした消費銭を、
その都度記載している。処々に絵も描いている。

原
本

横
半

1 上：８６

５
１５

Ｍ 記載なし
（金谷宿とその周辺
村々絵図）

○記載なし
●記載なし

面積：２５６万５９００坪。東西：１里９町５０間、南北：２９町１０間、とある。道
路・川・金谷宿・金谷河原・菊川村・神谷村、城東郡西深谷村・土居・橋
字屋、佐野郡佐夜鹿村を色分けして示す。

サイズ：
８３×８６㎝

原
本

絵
図

1 上：８６

６
４

Ⅰ
１

明治１７年１月
（１８８４年）

出役御用留
○金谷宿用係：松浦幸蔵
●記載なし

役所の出納記載、とりわけ税収入に関しての記載が目立つ。例：地価
割、地方税、芸妓税、興行税、畑茶印紙税等の印紙税。地券證裏書願
いもある。

原
本

横
半

1 上：８６

７
３

Ⅰ
３

明治１１年８月２４日
（１８７８年）

御巡幸御行列並御
供官員付

○太政官宮内省伺済：坂井半五郎編集（静岡士
族）
●記載なし

御巡幸のコースをたどると次のようになる。８月３０日板橋、９月６日軽井
沢、９月１７日新潟、９月２５日直江津、１０月２日金沢、１０月６日福井、１０
月１２日大津、１０月１４日京・大津、１０月１５日草津、１０月１７日津、１０
月２０日内宮、１０月２４日名古屋、１０月２６日岐阜、１０月２７日一宮・名
古屋、１０月３１日見付、１１月１日島田・藤枝、１１月６日箱根・小田原、１
１月８日神奈川。

木版印刷
原
本

横
帳

1 上：８６

８
３９

Ⅰ
６

明治３３年
（１９００年）

領収証書（票）
○小笠郡日坂村・東山村組合収入役：本目藤十
●杉本伊太郎

明治３２年度の日坂村分税、田租の、１１月９日、２月２３日分の領収票。
原
本

伝
票

6 上：８６

地区番号：９　地区名：金谷町　旧金谷町役場文書

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
原・
写区
別

形
態

数
量

撮
影



通し
番号

分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理
番号

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上：原本
下：コピー

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
原・
写区
別

形
態

数
量

撮
影

９
１９

Ⅰ
８

明治１２年３月７日
（１８７９年）

（東海道金谷宿・日坂
宿間新道開削の件）
（その１）

○金谷駅平民受負人：杉本権蔵、安倍郡静岡片
羽街平民受負人：伏見忠七、伏見忠左衛門、伏
見忠右衛門
●静岡県令：大迫貞清

金谷・日坂宿間新道開削に付き請負人は、県から指示された次の１１ヶ
条を厳守すると誓約する。その主なものを３つあげる。①15ヶ月で完了さ
せること、②請負期間の修補は請負人が負担する、③車道・橋梁の変更
の時は、費用負担など県庁と協議すること。

丁数２枚
原
本

綴
り

1 上：８６

１０
２０

Ⅰ
８

明治１３年５月３０日
（１８８０年）

（東海道金谷宿・日
坂宿間新道開削の
件）
（その２）

○静岡県土木係
●記載なし

「日阪（坂）新道開闢の典を祝する文」との見出しがあり、明治１２年１０月
１５日に着手する。この地形を察するに、容易ならざるものあり。その事を
為さんとする請負人の姿勢を称揚している。

丁数２枚
原
本

綴
り

1 上：８６

１１
２１

Ⅰ
８

明治１４年６月３日
（１８８１年）

（東海道金谷宿・日
坂宿間新道開削の
件）
（その３）

○遠江国榛原郡金谷宿平民願人：杉本権蔵、駿
河国安倍郡静岡片羽町平民願人：伏見忠七、伏
見忠左衛門、伏見忠右衛門
●静岡県令：大迫貞清

「日阪（坂）新道開闢資金消却概算表」の見出しあり、これによると、資本
元利金を２６年賦で割済の見込みを立てている。そして開削に要する資
金の具体的明細を上げる。例：職工費、橋梁木材費、請負人による資金
公募見積もり、有料道銭等。

丁数１５
原
本

綴
り

1 上：８６

１２
２２

Ⅰ
８

明治１４年６月３日
（１８８１年）

（東海道金谷宿・日
坂宿新道開削の
件）　（その４）

○願人：杉本権蔵（金谷）、伏見忠七・伏見忠左
衛門・伏見忠右衛門（以上静岡）、　奥書　金谷宿
戸長：塚田弥太郎、静岡片羽町戸長：安田与兵
衛
●静岡県令：大迫貞清

「新道開削資金消却文之儀に付願」の見出しあり、新道開削は明治７年
上願により始まる。明治１１年より数回実地測量、明治１２年９月申請許可
される。同年１０月起工、同１３年５月落成、物価高騰にて予想費用を超
える。今後の使途資金消却方法を道の通行銭を２６年期の間徴収するこ
とでまかないたい、とする願状。

丁数６枚
原
本

綴
り

1 上：８６

１３
２７

Ⅰ
８

明治１５年１月４日
（１８８２年）

金円借用鉦
○榛原郡金谷宿借用人：杉本権蔵、同郡静波町
証人：辻伊七、奥書：日坂宿戸長：伊藤由郎
●木下半兵衛

中山新道開削資金入用に付き、借用金６００円（抵当反別１０町７反２畝９
歩）、その返済は今年１２月限り、元利共にとする。（返済完了に付き、金
円借用書を見せ消ちにしている）。

丁数２枚
原
本

綴
り

1 上：８６

１４
１８

Ⅰ
８

明治１７年
（１８８４年）

（溝梁河川･新道
図）（袋入）

○記載なし
●記載なし

新道、新道法敷、溝梁河川、橋梁を色分けして示した道路図。袋には
「絵図並書類入、明治１７年　松浦」と記載される。　小絵図同封。

サイズ：２９０×
３９㎝

原
本

絵
図

2 上：８６

１５
２４

Ⅰ
８

（明治）３１年９月２９日
（１８９８年）

（通知）
○金谷町役場
●杉本猪太郎

歩兵第３４は来る１０月１１日、静岡を出発するとの行軍の通達があった。
これに付き中山新道の橋梁、危険多き箇所は特に修繕するよう注意する
こと、このことを通達する。

原
本

状 1 上：８６

１６
２８

Ⅰ
８

明治３２年１月１７日
（１８９９年）

鉦
○島田町：塚本三太郎
●杉本伊太郎

金谷河原町東海道往還大代橋仮橋甲、その橋板長さ１０間余、厚１寸５
分、幅９尺（但し、手摺用材木共）、この代金１０円９０銭、これは其の筋よ
り払い下げられたもの。これをそのまま貴方に売り渡す、とある。

原
本

状 1 上：８６

１７
２３

Ⅰ
８

明治３３年９月１１日
（１９００年）

（東海道金谷宿・日
坂宿間新道開削の
件）　　（その５）

○静岡県榛原郡金谷町金谷：杉本伊太郎、東京
市日本橋区浜町：伏見忠右衛門、奥書：榛原郡
金谷町長：金原三保作、小笠郡日坂村・東山村
組合長：工藤銀次郎
●静岡県知事：小野田元熈

「新道献納願」の見出しあり。その願いの骨子は次の通りである。鉄道（東
海道本線開通・明治２２年）により新道通行料をとってこれを新道開削資
金に充てることは見通しがつかなくなった。また鉄道開通で徒歩の道に
通行料をとることも利用者の納得を得られなくなった。このようなことから
新道を国道として献納したい、また道費用未返納の部分は国が代行して
もらいたい、とする願状である。

原
本

綴
り

1 上：８６



通し
番号

分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理
番号

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上：原本
下：コピー

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
原・
写区
別

形
態

数
量

撮
影

１８
３１

Ⅰ
８

記載なし

金谷日坂改築及沼川
橋新設に関する古文
書、杉本氏より借受け

目録

○記載なし
●記載なし

標題の目録には、中山峠開削免許条例、金谷宿より日坂宿に至る新道
開削資金消却概算表、日坂新道開闢の典を祝する文、新道献納願い、
など全部で１８の書を挙げている。

原
本

状 1 上：８６

１９
８

Ⅱ
１

明治１４年４月
（１８８１年）

地券
○静岡県主事　榛原郡長：関口　潜
●金谷宿：河村八郎次（地券持主）

宅地（金谷字本町）１畝１５歩、この地価１６円５０銭、地租４９銭５厘（地価
×１００分３）、明治１０年より４１銭３厘（３分２，５）、なお裏面の売買、譲
渡、質入の書入れはない。

原
本

厚
紙

1 上：８６

２０
２９

Ⅱ
５

明治２８年６月１９日
（１８９５年）

売渡鉦
○金谷町:杉本伊太郎、證人：持田金作
●金谷町：西村友次郎

金谷町城山下の山林反別１反１畝１８歩のうちに生い立ちの松木１０１本
（伐採済の分）、この代金３２円、これは昨年春より貴方が切り取ったもの
の代金、これを受け取る。

原
本

状 1 上：８６

２１
３３

Ⅱ
５

明治３０年３月１日
（１８９７年）

鉦
○田中源七
●杉本伊太郎

東山村小鮒川の平井弥一郎持山の杉木立６９本、これを金２４円３０銭で
買ったが、この程、これをそのまま貴方に譲る、とする證文。

原
本

状 1 上：８６

２２
３４

Ⅱ
５

明治３０年９月１１日
（１８９７年）

鉦
○売主：平井弥一郎、証人：飛来弥平
●杉本伊太郎

東山村字小鮒川の杉木立６９本、この売代金２４円、これを４回に分け、
受け取る。本年３月１日付きで売り渡したもの。

原
本

状 1 上：８６

２３
３０

Ⅱ
５

明治３０年３月１日
（１８９７年）

鉦
○売主：平井弥良、証人：西山吉造
●杉本伊太郎

東山村字小鮒川の杉木立６９本（目通２尺９寸以下、１尺迄、また小苗木
１１本は残す）、これを代金２４円で売り渡す。その内金６円を受け取る。

原
本

状 1 上：８６

２４
２６

Ⅱ
５

明治３０年６月４日
（１８９７年）

鉦
○弥一郎　代　平井弥平
●杉本伊太郎

金５円、これは３月１日付きで杉木を売り渡した代金である。これを受け取
る。

原
本

状 1 上：８６

２５
３７

Ⅱ
５

明治３１年１月３１日
（１８９８年）

鉦
○金谷町金谷：村松和平
●杉本伊太郎

板丸太９本（長さ５間・末間口２寸）、２０本（長さ５間・末口１寸５分）、２０
本（長さ５間・末口１寸）、この売渡代金１０円７６銭を受け取る。

原
本

状 1 上：８６

２６
２５

Ⅱ
５

明治３１年３月２８日
（１８９８年）

鉦
○金谷町八軒屋：塚本源七
●杉本伊太郎

杉丸太計１８本（長さと末口の寸法異なる）、この代金１２円１５銭４厘（売
渡代金）の受取り。

原
本

状 1 上：８６



通し
番号

分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理
番号

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上：原本
下：コピー

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
原・
写区
別

形
態

数
量

撮
影

２７
３８

Ⅱ
５

明治３２年５月６日
（１８９９年）

鉦
○売主：平井弥一郎、証人：平井弥平
●杉本伊太郎

東山村字山の神ノ平の山林内、この杉木目通４尺５寸を１本、目通３尺２
寸を１本、この売渡代金５円１２銭を受け取る。

原
本

状 1 上：８６

２８
３２

Ⅱ
５

明治３２年５月３０日
（１８９９年）

鉦
○売主：平井弥一郎・平井弥平
●杉本伊太郎

東山村字小鮒川　字井戸路の山林内にある道際の杉立木1本（目通３尺
７寸）、杉立木（目通１尺）１本、この代金４円５０銭を受け取る。

原
本

状 1 上：８６

２９
３６

Ⅱ
５

明治３３年１月２３日
（１９００年）

鉦
○鈴木常吉
●杉本伊太郎

杉丸太（長３間～３間半）１１本、この売渡代金３円５０銭の受取り。
原
本

状 1 上：８６

３０
３５

Ⅱ
７

明治３２年４月１５日
（１８９９年）

鉦
○塚本彦太郎
●杉本伊太郎

金５円５０銭、これは金谷河原町大代橋の古板売渡し、その残金を受け
取る。

原
本

状 1 上：８６

３１
７

Ⅲ
８

記載なし 成田山縮画図
○出版人：三橋伝吉（成田不動尊門前一粒丸本
家）
●記載なし

成田山全図の外に、官許として、一粒丸（腹薬）、万病勝児丸、血の道
薬、万金丹、等が脇に印刷され、これが本画図の真のねらいか？

サイズ：３８，５
×２７，５㎝

原
本

絵
図

1 上：８６

３２
１０

Ⅲ
８

記載なし 新撰横浜全図
○横浜弁天通り５丁目
●記載なし

横浜全図の外に、横浜ー東京鉄道発車時間表と、横浜からの延辺里程
表がある。因みに、熱海は１６里となっている。なおこの図の発行者福井
忠兵衛は旅宿を営む者で、その大いなる利用を求めている。

サイズ：
３８×２７㎝

原
本

絵
図

1 上：８６

３３
１２

Ⅲ
８

記載なし （街道御休泊所）
○東海道三島宿：世古六太夫
●記載なし

大阪ー京都ー東海道ー東京の、かつての宿場を描いたもの。外に、美濃
路もある。大阪・西京（京都）・名古屋・静岡は□に囲み、見やすくしてい
る。

サイズ：１６，５
×４７，５㎝

原
本

絵
図

1 上：８６

３４
１３

Ⅲ
８

記載なし
名所案内東京区分
全図

○東京日本橋区蠣売町上総屋嘉右衛門
●記載なし

皇居を中心に広がる東京名所を描いている。
サイズ：３７×
２５，５㎝

原
本

絵
図

1 上：８６

３５
１４

Ⅲ
８

記載なし
箱根遊覧案内記

（広告）
○旅人御休泊所　三景楼はふや四郎右衛門
●記載なし

箱根遊覧案内といっても、それは裏面に乗せるおまけで、表には休泊所
三景楼を大きく載せ、後方に富士山を描き、箱根第一の風景といってい
る。

サイズ：１７×
２３，５㎝

原
本

絵
図

1 上：８６



通し
番号

分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理
番号

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上：原本
下：コピー

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
原・
写区
別

形
態

数
量

撮
影

３６
１１

Ⅳ
３

明治１７年４月
（１８８４年）

弘法大師一千五十年
御遠忌行装及行状記

図会

○大阪府平民：竹中沢之助
●記載なし

弘法大師誕生から高野山に入定するまでを１８コマの絵で解読紹介して
いる。下部には葬儀の行列を描いている。　この図一枚７銭５厘。

サイズ：５１×
３５㎝

原
本

絵
図

1 上：８６

３７
１

Ⅳ
３

明治１８年５月
（１８８５年）

万松山可睡斎之全
図

○東京日本博覧絵出版所、縮図　東京東涛会写
●記載なし

遠江国可睡斎御本体三尺坊大権現境内之図。
サイズ：３０×
５２㎝

原
本

絵
図

1 上：８６

３８
６

Ⅳ
３

(近代） 下総成田山定宿
○裏表紙　浪花講撰挙本山定宿
●記載なし

１、成田山ー東京ー興津道、２、成田山ー鹿島ー水戸道、３、東海道藤
沢ー富士登山・甲府道･･････６、宇都宮ー東京道、７、東京ー甲州街道・
身延山道、８、東京ー中山道善光寺道と、１～８までその定宿を記す。

木版印刷
（和紙）

原
本

横
半

1 上：８６

３９
５

Ⅴ
６

明治２９年５月
（１８９６年）

雑記帳
○記載なし
●記載なし

「明治２６年４月よりこれを書く」とあって、筆者が思いつくままに書きとめた
もの。例：酒記（酒についての感想を書き、結局身を滅ぼし家を破る基と
する）、その外、・留学の友人に遺す文、・開化について、・貿易につい
て、などを書き留めている。

原
本

竪
帳

1 上：８６

４０
９

Ａ
２

９月
・巳

差上申一札之事

○居酒屋又平、組合：済五郎外３名、居酒屋佐右
衛門、組合：武左衛門外４名、居酒屋新五郎、組
合：十右衛門外４名、居酒屋新蔵、組合：十左衛
門外３名
●記載なし

今般上様より居酒売りの差し止め次第を仰せつかった。その御仕法書の
通り、１軒に付き酒２合５勺に限り小売りせよ、とのこと。このこと堅く守るこ
とを誓う。この御仕法に違反する者は小売一切差し止めされる、とのこと
異論はない。

原
本

状 1 ○
上：８６
下：９０

４１
２

Ａ
３

安政７年３月
（１８６０年）・申

差上申一札之事
○権右衛門、親類：藤重外３名、組合：政吉外３６
名、連印署名
●村御役中様

本日山藪の境の事で、私は了見違いのことを申して非難を受けた。申し
訳なし。このことで色々とお詫び申上げ、今回は特別許された。今後は村
方のことや近所のことなどで、どんなことが生じても差出口はしなしことを
約す。

原
本

状 1 ○
上：８６
下：９０

４２
３

Ｂ
４

文政１１年１２月
（１８２８年）・子

覚

○金谷宿組頭：五右衛門・長五郎・市郎平、年寄
格：忠兵衛・浅右衛門、川庄屋：三郎右衛門、年
寄：弥八郎、外３名、問屋：治郎右衛門・六郎兵衛
●洞善院御納所

一、米２升の地、この地所（屋敷）これまで問屋場で預かっていたが、調
査の結果、元の地主は庄治郎屋敷であることが判明、それで当子年より
この屋敷の地子米は屋敷地主が納めることになる。ついてはその先祖菩
提のため同人の仏前に供養をお願いしたい。そのための念書として渡
す。

原
本

状 1 ○
上：８６
下：９０

４３
１

Ｃ
１

文久３年　３月
（１８６３年）・亥

戌御年貢皆済目録
○金谷宿：名主・組頭・百姓代
●川　猪太郎

金谷宿高：８１３石７斗４升７合、この本途物成米１１５石１斗６升、外に米
表示のものは口米・貯穀・囲米・大井川囲米など全部で６品目、永表示の
物が小物成・酒冥加・御林下刈役・水車運上など、全部で１７品目、銭表
示では御囲銭、なお高掛三役は御伝馬宿入用のみ表示（あとの２役は宿
場故免除される）、合：①米１９５石３斗４合４才、②永：９１貫５５２匁、③銭
１５０貫。

原
本

状 1 ○
上：８６
下：９０

４４
５

Ｃ
２

嘉永７年４月２４日
（１８５４年）・寅

覚
（包紙入り）

○林　伊太郎手代：池田泰蔵
●榛原郡高熊村名主：作右衛門、組頭：藤左衛
門

金３分（名主２分、組頭１分）、これは海岸筋備えの向きの用途の内として
納金して貰った、これ確かに受取る。外に同種の状あり、断簡（覚）３点。

虫欠目立つ
原
本

状 4 上：８６



通し
番号

分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理
番号

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上：原本
下：コピー

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
原・
写区
別

形
態

数
量

撮
影

４５
８

Ｄ
１

慶応元年１２月
（１８６５年）

覚
（お尋ねに付き書上げ）

○（三判とある）
●嶋田御役所

公儀はお尋ねとして、生糸産出・織物類・炭薪焼出・塩焼出を挙げている
が、これは「なし」と回答した。又１ヶ年の凡その茶産出高５６貫目で、この
代金４０両程、又塗物類は「なし」と回答している。

原
本

状 1 上：８６

４６
１２

Ｆ
１

記載なし （俳句撰集）
○記載なし
●記載なし

句の例：・目出度さを謡ふ声有り松の内、・松の戸は夜毎に月を抱きけ
る、・玉川の月に砧を深めける、など。

分類は「Ｊ－２」
が妥当

原
本

横
半
帳

1 上：８６

４７
７

Ｆ
２

元禄７年１２月
（１６９４年）・戌

借用申金子之事
○借主：長四郎、證人：長三郎・豊左衛門・十太
夫
●大工：半十郎

合：金１両、これは年貢賄いに困り借用、その質物として２ヶ所の茶畑を
渡す。この畑、手作りにしようが、小作に出そうが自由。但し借用金１両返
還すれば何年経過していても土地を返してもらう、とする無期年季の貸借
例。

原
本

状 1 ○
上：８６
下：９０

４８
２５

Ｆ
２

天明４年１２月
（１７８４年）・辰

売渡申田畑之事
○売主：伴右衛門、親類證人：伝十・九郎左衛
門・万右衛門の奥書あり
●洞善院：浅右衛門

字番生寺の下田１反５畝歩、下畑５畝歩、これを１０年季で売渡し、代金９
両を受取る。来る巳年よりこの年貢は洞普院の勤めとなる、検地があった
時は洞普院の名義にしてもよい。但し、１０年目に本金を返済すれば、こ
の田畑をこちらに返してもらうこととする、ということで双方一致。念のため
の一札。

原
本

状 1 ○
上：８６
下：９０

４９
６

Ｆ
２

記載なし 山手形之事
○記載なし
●記載なし

境は、やつ向山は、いもがほら沢切奥山残らず、中は、水落切、西は、御
林切、上木の分は全部、代金１６両で売り渡す。その内金１０両受取る。
残金は４年目に渡してもらう。この年季は２０年とする。

原
本

状 1 上：８６

５０
１４

Ｇ
１

9月27日

朝鮮人来聘ニ付御公儀
様御役人様方ゟ御出し
被遊候御廻状　（包紙
入り）

○朝倉半九郎、奈　清太夫、萩原源左衛門、大
久保大隅守、仙石丹波守
●品川・川崎・金川（ママ）、程ヶ谷・戸塚・藤沢

①朝鮮通信使の休泊の仕方は先例の通りにせよ。②通信使の宿割は先
例のごとくにせよ、③街道内の道作り、不徹底なる場所あれば出向いて
指示する。④「三使」と「上々官」の泊休は別宿ではいけない。⑤宿々の
入り口、土居、竹矢来・栗のない所は縄張りする。その外街道筋にて周囲
が見苦しくないように事前に処置しておく、など、１２ヶ条、各宿での通信
使出迎えの対応を指示している。

「木佐森家文書
コピー」と記した
封筒の中にあ
り。

コ
ピー 状 1 ○ 下：９０

５１
１１

Ｊ
１

文政１３年１２月
（１８３０年）・庚寅

実語教 童子教
（再刻版）

○馬喰町：西村屋与八（梓）
●記載なし

実語教は学問や道徳実践の大切さを説き、又童子教は仏教信仰と共に
日常生活の行儀作法などを記したもの。そのどちらも寺子屋のテキストと
して利用された。

原
本

竪
帳

1 上：８６

５２
１３

Ｊ
３

安政４年
（１８５４年）・丁巳

欠（武鑑）
○江戸日本橋南１丁目：須原茂兵衛（版）
●記載なし

江戸時代の大名の系譜、石高・家紋・旗指物・参府月等、図を交えて記
載している。

木版。
参考図書として
本棚に常置。

原
本

横半
帳 1 ○

上：８６
下：９０

５３
１０

Ｊ
３

欠
前欠

（茶の湯の作法）
○欠
●欠

茶の湯の作法を図入りで解説する。後欠
表紙なし、
丁数：１９枚

原
本

竪
帳

1 上：８６



通し
番号

分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理
番号

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上：原本
下：コピー

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
原・
写区
別

形
態

数
量

撮
影

５４
４

Ｋ
１

享保元年
（１７１６年）・申

奉寄付畑屋鋪山林
之事

○大昌院世倅：八郎兵衛、七郎兵衛妻志かろ、
親類：伊右衛門、組頭：太郎兵衛、同五郎七、名
主：藤左衛門
●洞善院

私親大昌院の代に求めた坂屋敷１６歩、下畑１畝１０歩の地、これらを山
林共に貴寺に寄付する。以後貴寺がこの地を支配してください。年貢・諸
役等も貴寺が勤める。この寄付の代償として私両親の菩提回向を勤めて
いただくことになる。このこと双方の取決めによるもの、名主・組頭・親類・
請人が證人となる。

原
本

状 1 ○
上：８６
下：９０

５５
１５

Ｘ
享保１８年

（１７３３年）・丑
書置之事

○彦四郎・正友
●庄八郎・伊右衛門

彦四郎の跡目を継ぐのは庄八か？　すなわち彦四郎の持高を分配する
に、庄八１２０石、伊右衛門へ６０石の新田、また新田８０石あり、これを武
右衛門・庄五郎と３つに分ける。伊右衛門は３５歳になるまでは庄八と一
緒に住み見届ける、など、彦四郎の書置である。

木佐森家文書
コピーと記した
大封筒の中に
あり。

コ
ピー 状 1 ○

上：８６
下：９０

５６
２３

Ｚ 欠 断簡
○欠
●欠

省略
原
本

状 4 上：８６

５７
２１

Ⅰ
1

明治２６年６月３０日
（１８９３年）

願
○五和村役場書記：塚本惣平
●五和村村長：北川米太郎

病気に付き、勤務出来難きに付き、退職願いを提出したもの。
原
本

状 1 上：８６

５８
１８

Ⅰ
１

大正元年
（１９１２年）

（榛原郡五和村村会
議員外議員姓名）

○五和村役場
●記載なし

明治25年より大正元年まで記載する。村会議員の外に、区会議員、区
長、水防組合会議員、水利組合会議員、道路組合会議員、用水係、水
防委員、学務委員 等を記載する。

原
本

竪
帳

1 上：８６

５９
２２

Ⅰ
１

昭和３１年１１月
（１９５６年）

備品台帳
五和村役場

○記載なし
●記載なし

・印　・机　・椅子　・書籍　・タイプライター　・印章箱　・軽二輪自動車　・
自転車　　・計算器　・時計　・蓄音機　・拡声機　・謄写機　・青写真焼付
機　・測量機　・動力噴霧機　・指紋押捺器　・合羽　・紙類裁断器　・下駄
箱、と続く。以下省略

原
本

綴
り

1 上：８６

６０
１９

Ⅰ
11

記載なし 軍隊手帳
小林　陸

○記載なし
●記載なし

小林陸（明治３９年生）、この兵役服役は、一　現役３年（大正６～９年１１
月）、二、後備４年（大正９年１２月～１４年３月）、三、後備１０年（大正１４
年４月～昭和１０年）、とある。

原
本

手
帳

1 上：８６

６１
２０

Ⅱ
９

昭和９年４月１８日
（１９３４年）

自動車就業免許證
○静岡県
●榛原郡五和村：小林　陸

運転免許證の種別と番号　　普通第２８９号とある。
原
本

ハガ
キ 1 上：８６

６２
１７

Ⅲ
１

大正８年６月
（１９１９年）

在郷軍人須知
陸軍省歩兵課編纂

○帝国在郷軍人会本部発行
●記載なし

・「大正３年勅語写」　・「大正４年勅語写」　・「在郷軍人須知綱領」　・「軍
人勅諭衍義」　「法規摘要」を載せる。

１２０ぺーじの
小本

原
本

文
庫
版

1 上：８６



通し
番号

分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理
番号

類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上：原本
下：コピー

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
原・
写区
別

形
態

数
量

撮
影

６３
１６

Ⅲ
２

（昭和戦前・戦後） （婦人会資料）
○省略
●省略

・婦人会規約案発表（原稿）　　・金谷町婦人会役員名簿　　・国際婦人
年を迎えて（プリント）　・その他（昭和２６年支部長会の写真・手紙等）。

封筒の中に混
合挿入してあ
る。

原
本

封筒
入

一括
1 上：８６

６４
２４

Ⅴ
６

欠 断簡
○欠
●欠

省略
原
本

状 4 上：８６


